






























































英語訳のタイトルは「社会科学の他分野に対する農業共同体の関係(The Relations of the Rural Community to 
Other Branches of Social Science)」といい、この英語訳からドイツ語に訳し返されたもののタイトルが表記
のものである。Weber ［1984ff.］の全集（MWGと略記し、巻数と頁数を記す）には英語訳が収録されている。
Vgl. MWG I/8, 212-243.
３） こちらは基本的に英語による講演。ドイツ語版はMann ［1974/1990］の全集（GWと略記し、巻数と頁数を
記す）に収録されている。Vgl. GW XI, 910-941. マンの著作は基本的にこの全集に拠るが、現在刊行中の
Mann ［2002ff.］のコメント付き全集も適宜引用・参照する（GKFAと略記し、巻数と頁数を記す）。
４） 山室 ［2000］、同 ［2003］。

































































































4, 506; Scaff ［2013］, S. 21, 200f. 







を期すものだった。そうして７つの部門 (division)、24の部局 (department)、130の分科 (section)から
成る、大掛かりな会議の計画が練られる (vgl. MWG I/8, 202)。「世界」と銘打ちながらも、もっぱ























16）Rollmann ［1993］, p. 359.





























































22） Vaget ［2012］, S. 93. 
23） マン ［1995］、329頁。
24） Kurzke ［1999］, S. 471. 
































の悲鳴を聞いて駆けつけた黒人たちによってこん棒で叩き殺されたことについて」。Mann ［1994］, S. 18. 
























あまり身が入らず、「活発な放浪癖 (lebhaftes Wanderlust)」に駆られて、「『向こう (drüben)』、すなわ
ち南アメリカ、おそらくチリに」職を求めようと、「1851年の夏に［…］本当にヴァルパライーゾへ
船で渡って行った」(GW I, 238; GKFA 1.1, 259)。ヴァルパライーゾはチリ最大の港町で、ブラジルで
言えばリオデジャネイロに相当し、1851年はちょうどユリア･マンが生まれた年である。33）それから
30） Ebd., S. 8.
31） Ebd., S. 7.
32） Vgl. Wysling / Schmidlin ［1994］, S. 46.
33） トーマス･マンは母の生地をリオデジャネイロと勘違いしているようだが、実際はリオとサンパウロ
の中間辺にあるパラティという小さな港町である。Vgl. Strauss / Sene ［1999］, S. 19f. 
－ 155 －
トーマス･マンとマックス･ヴェーバーのアメリカン･ドリーム（前編）
数年後、ユリア同様に、クリスチアンも２ヶ月の航海を経てリューベックに到着し (vgl. GW I, 253; 
GKFA 1.1, 276)、ヴァルパライーゾの話を家族に生き生きと語り聞かせる。「彼自身その場に居合わ





貌全体がどこかイギリス的なもの (etwas Englisches)をまとっていた」(GW I, 261; GKFA 1.1, 285)と言
われる。彼はまた英語もよくし (vgl. GW I, 238; GKFA 1.1, 259)、仕事では「英語による通信 (englische 
Korrespondenz)」(GW I, 267; GKFA 1.1, 291)を兄から任され――少なくとも初めのうちは――首尾よ
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(GW I, 273; GKFA 1.1, 298)広がるエキゾチックでエキセントリックな大陸であり、遠方への憧憬を
かきたてる土地柄ではあるのだが、それ以上に具体的なイメージは希薄であり、少なくともここで
注目しているアメリカ合衆国の表象は見えてこない。35）
































ビルト」はつづりを間違えている(vgl. GKFA 4.2, 45, 47)。しかしその後しばらくして、マンは本格
的に「アメリカ」モチーフに取り組むようになり、「アメリカの金持ち」の形象の彫琢に努める。






GKFA 4.2, 359f., 433f.)。加えてマンはいくつか資料も読みこみ、その中にはアンドリュー･カーネ










0 0 0 0 0 0
［…］大スペールマン、巨人スペールマン、アメリカのとてつもないサミュ












に」(GW II, 186; GKFA 4.1, 205)結婚し、最終的にはペンシルベニア州のフィラデルフィアに移住
し、鉄道に投資、石油を採掘、製鉄に進出して、「年収1200万ドル」を稼ぐ「鉄鋼トラスト」(GW 
II, 187; GKFA 4.1, 206)の大物にのし上がった。サミュエルはこの父の跡をそのまま継いだ、とはす
なわち財産や地位だけでなく、父が生前に受けた恨みつらみも継いだのであり、それを宥めるた










II, 186; GKFA 4.1, 205)のこととされているので、ボリビア滞在は1840年代から50年代にかけてと考
えられ、これはユリアの父がブラジルに滞在していた時期とだいたい一致し、サミュエルが生まれ
たのもユリアと同じ1850年頃と想定されよう。そして何よりもサミュエルがドイツ人の父と「ク


















精の子、言葉のもっとも特別な意味での姫君」(GW II, 295; GKFA 4.1, 324)と貧窮する公国の孤独な
37） ところでスペールマンの娘インマは自分には「インディアンの血(indianisches Blut)」(GW II, 265; GKFA 
4.1, 291)が流れているとクラウス・ハインリヒに語る。これは厳密に言えば「クレオールの血」とは異なり、






























































































41） Scaff ［2013］, S. 94, 121f.
42） 猿谷 ［2017］、93頁参照。
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